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　「介護」の常識にとらわれない実践や取
り組みの事例を教えてください。メールで
の投稿をお待ちしています。
Eメール＝kaigo_jinruigaku@yahoo.co.jp

　文化人類学という学問は、異文化でのフィー
ルドワークを行います。筆者がまだ若く、大学
４年生のころ、初めてミクロネシアのポンペイ
島に単独調査に出かけました。グァムで１泊し、
チューク（昔のトラック）を経由し、ポンペイ島
で飛行機を降ります。帰りはマーシャルを経由

だけだったのです。しかも第二次世界大戦で日
本人としてニューギニア戦線に連れていかれた
島民は返ってきませんでした。そして戦後補償
はほとんど行われてきませんでした。
　調査に入った最初の数日間、私は大変緊張し
ていました。歴史的な経緯が重くのしかかって
いたこともありますし、何より皆が上から目線
で常に睨（にら）んでいるように感じたからで
す。挨拶にいった首長も、お世話になった家の

未熟だった私は、最初のフィールドワーク
で、そのことを痛感する事例に遭遇してい
たのに、すっかり判断停止の状態になって
いたのです。

してハワイに１泊し、資料を収集して日本
に帰るという行程です。
　ミクロネシアの植民地時代である19世
紀後半、ミクロネシアを植民地とした宗主
国はまずスペイン、次いでドイツ、続いて日
本でした。第二次世界大戦後はアメリカの
信託統治領となり、近隣の４つの地域とと
もにミクロネシア連邦となったのは1975
年です。首都はポンペイ島に置かれ、第１
代の大統領はトシオナカヤマといいまし
た。つまり日系人が初代の大統領だったの
です。
　スペインやドイツ時代と異なり、日本の
統治時代は徹底的な植民政策がとられ、島
民の人口をはるかに上回る日本人がこの島
に移住していましたから、日本人の父や母
を持つ方たちがミクロネシアには多く、大
統領もその一人でした。日本の統治時代、
島民は子供も大人も学校で日本語を強制的
に学ばされたため、調査に入った1980年代
は高齢者であれば丁寧な日本語を話すこと
ができました。島に水力発電や製塩・製糖
工場、水田、道路ができたのも日本統治時代
であったため、日本人やその暮らしは島の
人たちのあこがれであったと言います。
　やがて敗戦国日本が去り、アメリカの信
託統治時代となりましたが、政策的には放
置主義が貫かれたため伝統的な暮らしへの
回帰が誘導されました。日本によって持ち
込まれた近代的な社会資本は、それが工場であ
れ道路であれ保守管理がなされないまま、全て
ジャングルに埋もれて朽ちていきました。残っ
たのは、強制的な教育の結果である日本語能力

男の子も皆同様の視線を送ってくるため、あま
りに居心地が悪く、調査どころではない精神状
態に落ち込んでいたのです。
　さて、ありとあらゆる文化に絶対的なものは
なく、他の社会に一般化することのできるもの
もほとんどありません。これを文化人類学では
文化相対的視点と呼び、この学問を学ぶうえで
最も重要な専門用語で、文化人類学を専門とす
るならまずはその文化相対的視点で調査対象を
捉える訓練が必要と連載の初めに書きました。

　「頷（うなず）く」という行為は身体言語の中
で最も基本的な動作で、ほとんどが暗黙知です
（教え諭されて身についたものではなく、無意識
のうちに身についていた知識）。日本の場合そ
れは頭を前に倒すというものです。
　ところがポンペイでは「頷く」を意味する身体
言語は、頭を後ろに倒すというものである
ことに気がついたのは調査開始から数日た
ってからのことでした。当然頷くたびに彼
らの視線は上から人を睨むような状態とな
ります。植民地化への罪悪感ですっかり怖
気づいていた私は、相対的視点に立って、こ
の身体的言語の違いに気がつくまでに時間
がかかってしまったのです。さっそく「エ
イ、エイ」（はい、はい）と頭を後ろに倒して
周りの人たちに頷くように努め始めまし
た。異文化とのコミュニケーションにスイ
ッチが入った瞬間であり、文化の翻訳がス
タートした瞬間です。
　時間の流れは本当にあっという間で、今
私は60歳代となりました。既に老獪（ろう
かい）の域に片足を踏み込んでいる今の私
なら、異国の小さな島で過ごした初めての
夜、ジャングルに囲まれた壁のない柱だけ
の家屋で不安に震えていた自分に、こんな
声をかけてあげます。
　異文化は日本を映す鏡であり、他者は自
分を映す手鏡のようなもの。違いにおのの
くことはお互い様なのです。相手に違和感
を与えず、相手の文化に寄り添う姿勢、相手
の身体的言語を読み取ってそれに倣（なら）
う姿勢があれば、相手を理解する入口が開
けます。その向こうには、異文化理解の豊か
な風景が広がり、他者の有り様を受け入れ
ていくことで、自分が強く拘（こだわ）って

いたものから自由になることができるのです。
　今、筆者は新たな「介護」というフィールドワ
ークに出かけようとしています。期待と少々の
確信に身震いを覚えます。調査地で情報を提供
してくれる人のことを文化人類学ではインフォ
ーマントと呼び、その人の存在が調査の成否を
握っています。どんなフィールドが自分を待っ
ているのか、どんなインフォーマントに出会え
るのか、新たな旅のために身支度を整えていま
す。
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